
「家庭総合」における防災学習の実践 

～災害から命を守るために今できること～ 

 

１ はじめに 

本研究は、以下の２点を目的とする。 

(1) 「家庭総合・家庭基礎」での総合評価（パフォーマンス課題）として、緊急時に自分や他者の

“命を守る”ことを学習の主題に設定し、生徒の家庭科での学びを包括的に評価する。  

(2) 日常の防災への関わり方について、危機回避・安全管理の意識をより高められる課題を提示し、

災害に対する対応能力の向上を目指す。 

 

２ 単元の概要 

(1) 科目名    家庭総合 

(2) 対象生徒   生活デザイン科１年生 28 名 

(3) 使用教材   家庭総合（東京書籍）、ワークシート、タブレット端末、プロジェクタ 

(4) 単元名    自然災害対策と防災 

 

３ 単元の目標 

(1) ライフステージの特徴や課題を理解し、防災や環境に配慮した住居の機能を科学的に理解して

いる。                                                                【知識・技術】 

(2) 主体的に防災などの安全に配慮した住生活について問題を見いだし、課題を設定し解決策を構

想し、実践を評価・改善し、論理的に表現する力を身に付けている。 

【思考力・判断力・表現力等】 

(3) さまざまな人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、課題の解決に主体的に取り組み、自

分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・住生活を取り巻く課題など

について理解を深めている。 

・防災についての安全や環境

に配慮した住居の機能につい

て科学的に理解している。 

・住生活の管理に必要な技能

を身に付けている。 

・安全で快適な住空間に必要

な情報を収集・整理できる。 

・主体的に住生活を営むこと

ができるよう防災などの安全

に配慮した住生活について、

問題を見いだして課題を設定

し、解決策を構想し、論理的

に表現するなどして課題を解

決する力を身に付けている。 

・さまざまな人々と協働し、

よりよい社会の構築に向け

て、住生活の科学と文化につ

いて、課題の解決に主体的に

取り組み、地域社会に参画し

ようとするとともに、自分や

家庭、地域の生活の充実向上

を図るために実践しようとし

ている。 

 



＜家庭総合 ルーブリック＞ 

第 1 章 A B C 

知識 

技術 

 

 

住生活の変遷・住生

活の課題 

防災・住環境の安全

管理の理解 

定期考査で８割以上

正答 

定期考査で７割～３

割正答 

定期考査で３割以下

正答 

災害時に応じた調理

に必要な技能を身に

付けている。 

災害時に応じた調理

に必要な技能を的確

に身に付けている。 

災害時に応じた調理

に必要な技能をある

程 度 身 に 付 け て い

る。 

災害時に応じた調理

に必要な技能を身に

付けていない。 

思考 

判断 

表現 

ワークシート 

発表パワーポイントデ

ータ 

住文化・ライフステー

ジ・住環境・防災につ

いて問題を見いだし、

解決策を構想し、実

践、評価を改善し、課

題を解決する力を身

に付けている。 

住文化・ライフステー

ジ・住環境・防災につ

い て 問 題 を 見 い だ

し、解決策を考え、課

題を解決する力を身

に付けている。 

主体的に住生活を営

むことについて消極

的であり、防災につ

いて深く考察するこ

とができず、課題を

解決する力が身に付

いていない。 

主 体 的

に学習に

取り組む

態度 

防災についてのプレ

ゼンテーション発表 

さまざまな人々と協働

し、住生活の科学と文

化について課題の解

決に主体的に取り組

み、積極的に地域社

会に参画して、自分や

地域の生活の充実向

上を図ろうとしてい

る。 

充実した住生活に向

けての課題解決に主

体的に取り組み、地

域社会へ参画して、

自分や家庭、地域の

生活の充実向上を図

るために実践しようと

している。 

人と協働することに

消極的であり、地域

社会へ参画する意思

が乏しく、自分や家

庭、地域の生活の充

実向上を図るために

実践しようとする意

志が少ない。 

ワークシートの提出 

発表パワーポイントデ

ータの提出 

授業のあった日に提

出 

提出期限日までに提

出 

提出期限日の翌日以

降に提出 

 

５ 指導と評価の計画（10 時間） 

第１章  住生活をつくる ６時間 

第１節  住生活の変遷 （１時間） 

第２節  住生活と住居の機能 （１時間） 

第３節  住生活の文化と知恵  （１時間） 

第４節  安全で快適な住生活の計画 （２時間） 

第５節  これからの住生活 （１時間） 

まとめ   ４時間 

事例検討 災害から命を守るために今できること （４時間） 



指導計画 

※〇印は評定のために用いるもの。 

時間 学習活動 
評価 

評価規準・評価方法 
観点 記録 

第１章 

【ねらい】住生活を取り巻く課題などについて理解を深め、主体的に防災などの安全に配慮した

住生活について問題を見いだし、主体的に自分や家庭、地域の生活の充実向上を図る。 

１ 

 

 

２ 
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５ 

・現代の住居と過去の日本の住居

（縄文時代・江戸時代・現代）の   

違いについて考える。 

・住居内の生活行為と住空間の関

係を理解する。 

・住居の機能について人が住まう

こと以外に住居にはどのような機

能があるか考える。 

・平面図を理解する。 

・地域の気候と住居構造について

考え、気候と住居の関係性を理解

する。 

・世界各地の住居の特徴を知る。 

・日本の伝統家屋の特徴と生活様

式について理解する。 

・さまざまな生活様式と住文化に

ついて関係性を理解する。 

・災害の種類と住居の防災につい

て理解する。 

・減災や防災対策を考える。 

・住居の人為災害について理解す

る。 

・住居内での事故と防止策を考え

る。 

・住環境と健康の関係について理

解する。 

・住居の維持管理について理解す

る。 

・日本の住宅事情と政策を知る 

・ライフスタイルと居住形態、地

域社会への参画について考える。 
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ワークシート 

発表 
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発表 

 

 

ワークシート 
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発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

発表 

 



まとめ 

【ねらい】今まで家庭科で学習した内容を生かし、災害時に自分や家族、地域の方々の生命や健

康を守ることができる知識・技能・態度を育てる。 

・三河地震・南海トラフ地震につ

いての知識を深める。 

・居住する地域のハザードマップ 

の安全性や、有事の際の被害の状

況と復興までの道のりを考える。 

・生成ＡＩ（ChatGPT）を活用し防

災と減災について学習を深める。 

・災害時の衣・食・住のＱＯＬを

向上させる 

・自分や家族、地域の方々の命を

守るために大切なことを考える。 
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ワークシート 成果物 

 

 

ワークシート 成果物 

 

 

 

 

実習 

レポート 

発表 

 

５ 成果と課題 

 今年８月８日に初めて「南海トラフ地震臨時情報」（巨大地震注意）が政府より発表されたことで

国民の間に「何を準備し、どのような気持ちで生活していくのか」という不安が生じた。しかし、一

週間後の注意解除によって、災害に備える気持ちが一気に沈静化していったことに違和感を感じたこ

とからこの実践を行った。「南海トラフ地震」は、今後 30 年以内に発生する確率が 70～80％とさ

れ、東海地方に甚大な被害を与えた「昭和東南海地震」「昭和南海地震」「三河地震」が約 80 年前に

発生していることからも、更なる防災意識の向上や、被災時の備えは誰もが主体性をもち、真摯に取

り組まないといけないと考えたためである。 

 学習の始めに、クラスの生徒が多数居住し、本校の所在地である西尾市の沖合が震源地となった

「三河地震」について考えることにした。「三河地震」は 1945 年１月に発生した震度７の巨大地震

で、西尾市界隈で死者・行方不明者２千人以上、全壊・半壊した家屋が２万戸以上もあった巨大地震

である。地震発生当時は太平洋戦争末期であり、地震の被害情報による国民の戦意低下を避けること

や、軍需工場の被害を伏せるため、政府・軍から多くの報道規制がなされ、甚大な被害が出たにも関

わらず現在も詳細な被災記録が残っていない。導入の段階で生徒に「三河地震」について知っている

か質問したところ、知っていると答えた者は誰もいなかった。 

 そこで、動画サイト YouTube で「三河地震」を考察する内容をクラスで視聴し、地元地域で過去に

あった大震災を動画を通じて検証することにより、災害を「自分ごと」として意識させることができ

た。 

次に、オープンＡＩ社の「ChatGPT」を活用し、生成ＡＩから地震のメカニズムや、今後の防災に

役立つ情報の抽出を試みた。本校は ChatGPT を生徒用タブレットにインストールすることができなか

ったため、教員のスマートフォンをプロジェクタにつなぎ、生徒が知りたい地震や防災に関わる情報

を ChatGPT で抽出した。生徒は「三河地震以前にも、過去に同じような地震が地元にあったかグラフ

化してほしい」「未来の日本の被災時の対応をイラスト化してほしい」など、生成ＡＩを活用し、短



時間で有益な情報を収集することができた。課題として、ChatGPT は１日の使用回数の上限があり、

上限に達すると有料アップグレードをするか、一定の時間が経過しないと使用ができなくなる。その

ためクラス全体に問いかけた質問を集約し、厳選した内容を ChatGPT で抽出したため、学習効率が悪

いと感じた。データの検索合成は便利で活用の幅も広いが、生成ＡＩからの革新的なアイデアの提供

などはないため生成ＡＩを扱う人間の創造性がより大切であると感じた。 

 次に、１学期家庭総合で学んだ学習を通して「命を守るために今できること」について考えた。三

河地震についての学習や、ChatGPT での情報収集の成果として、生徒は主体性をもって災害を捉え、

新しい感性で災害をイメージできるようになっていた。１学期に食分野を中心に学習してきたことを

踏まえ、災害時にＱＯＬを高める食事について考えた。被災時には心身共に憔悴し、電気・ガス・水

道などのライフラインも断絶されている状況で、ＱＯＬを高める食事は何かを考えさせたところ、あ

る生徒から無洗米に野菜スープとチキンの水煮の缶詰と調味料を加え、カセットコンロで仕上げた米

を、卵で包み焼き上げたオムライスが挙げられた。電気・ガス・水道も使わずに作れることができ、

昔家族で食べた懐かしい味を被災時に再現することで、心も体も満たされるのではないかという発言

があり、実際にその生徒がイメージするオムライスをクラス全員で調理し、自分たちの手で、命をつ

なぐ防災食を提供できる知識・技術を得た。 

今回の取組は、家庭科目のパフォーマンス課題としての側面があり、今まで学習した家庭科の知識・

技能を生かし「災害から命を守るために今できること」をテーマとして、個別にパワーポイントでま

とめ、クラスで発表した。家庭科での学習分野「衣生活」「食生活」「住生活」 「消費生活」を横断した

内容で発表するようにアドバイスしたことから、生徒の発表内容は「日常も災害時にも役立つファッ

ション」「火を使わない防災食」「我が家の耐震アイデア」「100 円均一で揃えられるもので防災対策」

などバラエティに富んだ発表となり、家庭科で学習した内容を防災という形で上手にアウトプットで

きていた。課題としては、パワーポイントの作成時間を十分に確保できず、内容がまとめきれなかっ

た生徒がいたことや、初めてのプレゼンテーション発表で緊張し、内容が聞き取りにくい生徒がいた

ことである。今回の反省から学習計画を綿密に立て、十分な時間を確保しなければならないと感じた。 

 地震にスポットを当て学習を進めてきたが、自然災害はいつどこで起こるか誰にも分からず、被災

してしまった場合は個人や家族で解決できない大きな被害を受けることもある。今回の学習は、主に

生徒や生徒の家族単位で「今できること」を考えてみたが、今後は互助・公助の観点から、地域の乳

児や高齢者のように、災害時に手助けが必要な人に対する支援について考えることも大切である。ま

た、本校の校舎が地域の避難所となった場合に、誰もが安心して過ごせる場として、災害時だけでな

く普段から学校単位・地域単位でできることを考える必要もあると感じた。より積極的に地域社会に

参画し、困った時には互いに協働できる力を育成していきたいと思う。 


